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３ もっと知識を広げよう 

 

ⅠＣＦについて 

 「ＩＣＦ」とは，平成１３年にＷＨＯの総会で採択された「国際

生活機能分類（ＩＣＦ：International Classification of Functioning，

Disability and Health）」のことです。 

ＩＣＦでは，人間の生活機能は「心身機能・身

体構造」，「活動」，「参加」の三つの要素で構成さ

れており，それらの生活機能に支障がある状態を

「障害」と捉えている。そして，生活機能と障害

の状態は，健康状態や環境因子等と相互に影響し

合うものと説明され，構成要素間の相互関係につ

いては，図１のように示されている。 

（特支学習指導要領解説自立活動編 第２章２(1)） 

 

 

 

 

 

「自立活動の指導をＩＣＦの考え方を念頭に置いて紹介した事例」 

下肢にまひがあり，移動が困難な児童が，地域のある場所に外出ができるようにする指導を例に考え

てみる。まず，実態把握においては，本人のまひの状態や移動の困難にだけ目を向けるのでなく，移動

手段の活用，周囲の環境の把握，コミュニケーションの状況などについて，実際に行っている状況や可

能性を詳細に把握する。そして，このような生活機能と障害に加えて，本人の外出に対する意欲，習慣

等や地域のバリアフリー環境，周囲の人の意識等を明らかにし，生活機能と障害に個人因子や環境因子

がどのように関連しているのか検討する。このように実態を把握した上で，児童の自立を目指す観点か

ら指導目標を設定する。次に，指導目標を達成するために必要な指導内容を多面的な視点から検討する

のであるが，その際，学習指導要領等に示された区分や項目を踏まえることが重要である。すなわち，

移動を円滑に行う観点からだけでなく，心理的な安定，環境の把握，コミュニケーションなど様々な観

点を踏まえて具体的な指導内容を設定し，実際の指導に当たることが求められるのである。ＩＣＦの考

え方を踏まえるということは，障害による学習上又は生活上の困難を的確に捉えるとともに，幼児児童

生徒が現在行っていることや，指導をすればできること環境を整えればできることなどに一層目を向け

るようになることを意味していると言えよう。 

（特支学習指導要領解説自立活動編 第２章２(2)）          
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